＜インタビュー記録＞歴史教育体験を聞く : 二谷貞夫先生 by 二谷 貞夫 et al.






日 時：2017年8月20日・   
9月9日・10月14日 


















































































































































知表 東京教育大学附属中学校」「昭和28年度 通知表 東京教育大学附属中学校」）。ただし、1951年
度の「日本史」は「日本史の基礎的知識」「歴史的に対する判断力」「歴史的研究の態度」となっていた












































































                                                     
17 「社会」の場合は「基礎的な諸概念の知識と理解」「問題解決及び批判的思考の能力」「公民的態度の
獲得」の3項目である（「昭和二十九年度 通知票 東京教育大学附属高等学校」および「昭和三十年度 





































                                                     
19 吉川幸次郎・三好達治『新唐詩選』岩波書店、1952年。 

































































































































































































                                                     




















































































































































































































































































































































                                                     
64 西川正雄：1933～2008年、西洋史。 



























































































































































































































































































































































                                                     
85 平田嘉三：1925～2008年、西洋史・世界史教育。 
86 江口武正『村の五年生―農村社会科の実践―』新評論社、1956年（国土社、1992年）。関連して、二
谷貞夫・和井田清司・釜田聡編著『「上越教師の会」の研究』（学文社、2007年）がある。 
85 
れで、その持っているヨーロッパ的世界史像の暴力があるとすれば暴力を、どういう面
で暴力的であるかを明らかにしなければならない。それは逆に言えば、アジアとか、ア
フリカとか、地域から見直すということになるわけです。 
 
― そのような中で世界史教育をどのように考えたらよいとお考えですか。 
 
 世界史教育が培うものは何かを考えるしかないですね。そうすると、やはり批判精神
でしょうね。なんだかんだと言っても、歴史を見るということは、批判的な力が付くか
付かないか、ということに関係するわけですし、今現在を見るときに歴史的にものを見
るということになるわけですから。 
 
― そのような批判精神をどのように養うかという点はいかがですか。また、関連して、
世界史教育研究の方向という点ではどのようなことがありますか。 
 
 難しいですね。ですけれど、何というか、自分で日々ニュースを見たり聞いたりする
中で、何でも受け入れられるわけではないですよね。では、受け入れられないのは、な
ぜなのかということを、結局は突き詰める力があればいいのではないか、という気はし
ます。それは世界史教育でも、もちろん歴史教育でも培われると思います。 
世界のつかまえかたのようなものを話す必要はありますね。どのように世界を捉えた
らいいのか、これまでどのように捉えてきたのか、世界の捉えかたの枠組みの変わりか
たといった世界史教育史の中の世界の捉えかたを少し調べてみないと、やはり現代世界
をうまくつかまえることができないと思います。 
 
― 2022年から実施予定の「歴史総合」については、どのようにお考えですか。 
 
 どのようにやるのかですね。私は、上原史学と合致するのならば歴史総合もいいかな
と思います。日本史の中の世界史とか、世界史の中の日本史とか、その統一的な把握と
か、そのような方向から生まれてくるのならば、期待できます。ただ、やりきれないか
ら時間つぶしで現代史だけやるとか、結局は中学校の歴史を高校版に作りかえるだけと
かでは、どうなのかなと。怖いのは、日本史中心になることですね。 
 
17．これからの取り組み 
― 二谷先生がメールで配信されています「白樺湖通信」は1000号を超えています。日
本や世界各地の情報にコメントをつけての通信は、「ブナ林便り」の吉田悟郎先生の後
を継ぐものと思います。吉田先生は「ブナ林便り」は自分の世界史実践だと話してい
ましたが、二谷先生はいかがですか。 
86 
 
 同じですよね。真似ているだけです。自分のためにやっていて、人に押し付けている
感じですね（笑）。今は短いものをなんとか発信しています。 
 
― これから取り組んでいきたいことは何でしょうか。 
 
世界史教育実践史のようなものを書き始めようかと思っています。世界史教科書作成
に関わって、どんなことをしてきたかということを振り返ってみたいと考えています。 
 
― 長い時間、お話をお聞かせ下さいまして、本当にありがとうございました。 
 
 
 
 
 
後記 
  
何度にもわたるインタビューのお願いを快くお引き受けいただき、そのつど多くの貴
重なお話を伺うことができた。また、歴史教育や社会科教育の歴史に関わる、いくつも
の重要な資料も拝見することができた。地域・日本・東アジア・世界を貫き、結び付け
る歴史と歴史教育に関わる長年にわたる追究のお話は、大変に興味深いものであった。
ただし、二谷先生の活動のすべてを、ここに十分に盛り込むことはできていない。聞き
手の力不足を痛感するばかりである。 
 最後に、原稿をまとめる段階においても多くのご教示や資料のご提供をいただくなど、
多大なるご協力を賜りました二谷先生に、心から御礼を申し上げます。 
 
（注記等に関して、様々な文献やホームページの情報を利用させていただきましたこと
を申し添えます。） 
 
（文責：茨木智志） 
